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進路指導

高い志を育む面談と
若手教師の情熱で、
学校を活性化

◎町立田名部女子実業補習学校とし
て開校。２０１３年度から文部科学省「英
語によるコミュニケーション能力・論
理的思考力を強化する指導改善の取
組」拠点校、１４年度から青森県「進
学力を高める高校支援事業」の指定
を受けている。今年度、創立１００周
年を迎えた。スローガンは「未来へ
放て、ラウエの光」。

国公立大は、北海道教育大、弘前大、
岩手大、東北大、山形大、千葉大、電
気通信大、青森公立大などに74 人が合
格。私立大は、青山学院大、東海大、
立命館大などに延べ167人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現役のみ）

1917（大正６）年

全日制・定時制／普通科・英語科／共学

１学年約200人

住所
　

電話

Web Site

〒035-0054
青森県むつ市海老川町6-18

0175-22-1184

221
指導変革の

成果実践背景

◎生徒は真面目で素
直だが、主体性に課
題があった。また入試
方式の適性を自覚せ
ずに推薦・ＡＯ入試を
利用する者が多かった

変革のステップ

◎ワークショップを
開いて入試の適性を
認識させるとともに、
高い志を育む面談を
徹底。英語指導力を
担保する「TANABU 
Model」も確立

◎一般入試で、最後
まで頑張り抜く生徒が
増 加。2016 年 度 入
試では、５学級の体
制以降、最高の国公
立大学の合格実績を
上げる

http://www.tanabu-h.asn.ed.jp/

青森県立

田名部高校
た な ぶ

　
下
北
半
島
北
部
の
む
つ
市
中
心
部
に
位
置
す
る
青
森

県
立
田た

名な

部ぶ

高
校
は
、
下
北
地
方
を
代
表
す
る
進
学
校

の
１
つ
だ
。
地
域
の
人
口
減
少
と
少
子
化
が
急
速
に
進

ん
で
お
り
、同
校
も
現
在
は
１
学
年
５
学
級
と
な
っ
た
。

学
力
層
の
幅
は
他
地
域
の
進
学
校
に
比
べ
て
広
く
、
そ

の
中
で
次
代
の
下
北
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

が
、
同
校
の
使
命
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
度
に

赴
任
し
た
三さ

ん

戸の
へ

延の
ぶ

聖ま
さ

校
長
は
こ
う
語
る
。

　「下
北
地
方
は
、
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地

元
出
身
の
医
師
や
教
師
の
不
足
な
ど
、
青
森
県
全
体

が
抱
え
る
課
題
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

下
北
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、
県
全
体
の
課
題
解
決

に
も
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
大
学
進
学
は

そ
の
解
決
策
の
第
一
歩
で
あ
り
、
下
北
を
代
表
す
る

進
学
校
で
あ
る
本
校
の
使
命
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
16
年
度
大
学
入

試
で
は
、
５
学
級
と
な
っ
て
以
降
、
最
高
の
国
公
立
大

学
合
格
者
数
を
出
し
た
。
第
１
志
望
校
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
後
期
日
程
ま
で
頑
張
り
抜
い
た
生
徒
が
多
く
、

東
北
大
学
受
験
者
数
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
粘
り
強
さ
で
実
績
を
残
し
た
生

徒
た
ち
だ
が
、
入
学
当
初
か
ら
そ
の
姿
勢
が
身
に
つ
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
学
年
以
外
に
も
言
え
る

こ
と
だ
が
、
教
師
の
目
か
ら
見
る
と
む
し
ろ
消
極
的
、

受
け
身
と
い
っ
た
「
線
の
細
さ
」
が
目
立
つ
生
徒
た
ち

少
子
化
、
医
師
・
教
師
不
足
│

下
北
の
課
題
は
青
森
県
全
体
の
課
題
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青森県立

田名部高校
た な ぶ

だ
っ
た
。
同
校
出
身
で
、
15
年
度
卒
業
生
の
学
年
主
任

を
務
め
た
堤
孝
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
本
校
に
赴
任
し
て
驚
い
た
の
は
、
生
徒
が
も
の

す
ご
く
穏
や
か
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
素
直
で
よ
い
生

徒
ば
か
り
で
す
が
、教
師
に
与
え
ら
れ
る
の
を
待
つ
、

受
け
身
の
姿
勢
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
欲

し
い
も
の
は
遠
慮
せ
ず
取
り
に
行
く
意
志
の
強
さ
、

自
分
で
道
を
開
く
た
く
ま
し
さ
を
育
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
」

　
生
徒
の
そ
う
し
た
気
質
が
端
的
に
表
れ
て
い
た
の

が
、
進
路
選
択
の
場
面
だ
っ
た
。
弘
前
大
学
・
岩
手
大

学
の
次
に
第
３
志
望
と
し
て
東
北
大
学
を
挙
げ
る
生
徒

や
、「
医
療
系
希
望
」
と
言
っ
て
看
護
師
・
理
学
療
法

士
を
挙
げ
、
医
師
志
望
の
気
持
ち
を
前
面
に
出
さ
な
い

生
徒
が
い
た
の
だ
。
控
え
め
な
目
標
し
か
語
ら
な
い
生

徒
た
ち
に
高
い
目
標
を
持
た
せ
、
隠
れ
た
力
を
引
き
出

し
た
い
と
い
う
の
が
、
教
師
の
共
通
の
思
い
だ
っ
た
。

　
主
体
的
な
進
路
選
択
の
た
め
に
15
年
度
卒
業
生
の
学

年
団
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
指
導

だ
。同
校
は
例
年
、推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
利
用
者
が
多
く
、

合
格
率
も
高
い
。
た
だ
、
志
望
理
由
書
や
小
論
文
が
苦

手
で
も
、保
護
者
の
勧
め
も
あ
っ
て
推
薦
入
試
に
挑
み
、

不
合
格
と
な
っ
て
調
子
を
落
と
し
、
一
般
入
試
で
も
第

１
志
望
校
に
届
か
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
へ
の
向
き
・
不
向
き
を

生
徒
自
身
に
見
極
め
さ
せ
る
た
め
に
、
２
年
生
12
月
に

希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
推
薦
・
Ａ
Ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
実
施
し
た
。
事
前
に
、
志
望
校
の
志
望
理
由
書

を
書
い
て
担
任
に
提
出
し
、
進
路
資
料
室
で
過
去
問
を

見
て
お
く
よ
う
に
指
導
。当
日
は
、志
望
大
学
・
学
部
が

近
い
３
〜
４
人
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ
た
（
図
）。志
望
理
由
書
の
作
成
、志
望
校

の
過
去
問
題
に
則
し
た
小
論
文
の
作
成
、そ
し
て
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
模
擬
面
接
を
行
う
。
志
望
理
由
書
は
、
ほ

か
の
生
徒
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
や
模
擬
面
接
を
通
し
て
の

気
づ
き
を
生
か
し
て
書
き
直
し
、さ
ら
に
小
論
文
も
完

成
さ
せ
て
、年
明
け
ま
で
に
保
護
者
の
捺
印
を
も
ら
い
、

担
任
に
提
出
す
る
。

　
そ
の
一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
志
望
理
由
書
の
作
成

や
面
接
が
苦
手
な
こ
と
に
気
づ
き
、
早
め
に
一
般
入
試

の
準
備
に
切
り
替
え
る
生
徒
も
出
て
き
た
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
活
動
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
以
外
の
生
徒
の
姿

勢
を
知
る
こ
と
も
ね
ら
い
の
１
つ
だ
っ
た
。

　「
友
人
は
真
剣
に
進
路
を
考
え
て
い
て
、
自
分
の

＊プロフィールは 2016 年３月時点のものです

「推薦・ＡＯワークショップ」（志望理由書作成の進め方）図

1　志望理由書の検討
３～４人で１グループとなり、自分以外の生徒の志望理由書を
熟読。最も優れた点１つと、質問事項２つをコメント記入用紙
に記入してほかの生徒に回す。次の生徒は前の人と重複しない
ように質問を考える。用紙は、最終的に本人に渡され、質問に
答える準備をする。
2　模擬面接
１人が受験生役、ほかの生徒は面接官役になり、模擬面接を行う。
最初の質問は、「本学を志望した理由をお話しください」。その後
は、志望理由書に対して深く突っ込んだ質問をする。受験生役の
回答が理解できなければ、理解できるまで何度も質問する。

3　志望理由書の改善
ほかの生徒からのアドバイスを基に、自分の志望理由書の改善ポ
イントを記入する。

＊学校資料を基に編集部で作成

青
森
県
立
田
名
部
高
校

武
川
真
樹
　
た
け
か
わ
・
ま
さ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
（
通
算
11
年

目
）。
前
進
路
指
導
主
事
。
現
１
学
年
主
任
。「
凡
事
徹
底
」

青
森
県
立
田
名
部
高
校

堤
　

孝
　
つ
つ
み
・
た
か
し

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
図
書
主
任
。

「
化
石
化
し
な
い
」

青
森
県
立
田
名
部
高
校

市
川
泰
斗
　

い
ち
か
わ
・
た
い
と

教
職
歴
４
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。３
学
年
担
任
。

「
授
業
を
通
し
て
、
数
学
の
本
当
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
」

「
推
薦
・
Ａ
Ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」で

生
徒
自
身
に
適
性
を
自
覚
さ
せ
る

青
森
県
立
田
名
部
高
校

千
葉
栄
美
　
ち
ば
・
え
み

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
（
通
算
12
年

目
）。
進
路
指
導
主
事
。「H

ave fun.

忙
し
け
れ
ば
忙

し
い
ほ
ど
、
状
況
が
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
」

青
森
県
立
田
名
部
高
校
校
長

三
戸
延
聖
　
さ
ん
の
へ
・
の
ぶ
ま
さ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１５年４月号指導変革の軌跡「大阪府立芥川高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

青森県立　田名部高校青森県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

あくたがわ

志
望
は
安
易
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
志
望

校
や
入
試
方
式
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
生
徒
が
い
た

り
、
友
人
と
切
磋
琢
磨
し
、
と
も
に
合
格
を
勝
ち
取

っ
た
生
徒
も
い
た
り
し
ま
し
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
分
自
身
で
進
む
べ
き
道
を
選
ん
だ
こ
と
で
、
志

望
校
へ
の
意
欲
を
高
く
保
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
」（
堤
先
生
）

　
同
校
で
は
、
推
薦
入
試
合
格
者
も
必
ず
セ
ン
タ
ー
試

験
を
受
験
し
、
進
学
先
の
判
定
が
Ｄ
以
下
の
場
合
、
３

学
期
の
補
習
を
必
須
に
し
て
い
る
。
１
学
年
主
任
の
武

川
真ま

さ

樹き

先
生
は
言
う
。

　「
推
薦
入
試
で
合
格
し
、
入
学
後
に
大
学
の
学
び

に
つ
い
て
い
け
る
の
か
と
不
安
を
抱
え
る
生
徒
も
い

ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
ほ
ど
意
欲
的
に
補
習
に
取
り

組
む
た
め
、
進
学
後
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
＊
）
が
一
般
入
試

合
格
者
よ
り
高
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
学
ぶ

た
め
に
必
要
な
学
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
の

は
、
高
校
の
責
務
で
す
。
生
徒
が
胸
を
張
っ
て
進
学

で
き
る
よ
う
に
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
」

　
15
年
度
卒
業
生
の
学
年
団
は
、
高
い
志
を
育
む
面
談

に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
安
全
な
道
を
選
ぼ
う
と
す
る
生
徒

に
対
し
て
、
担
任
が
「
本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の
か
」
と

徹
底
的
に
問
い
か
け
た
の
だ
。
担
任
を
受
け
持
っ
て
い

た
市
川
泰た

い

斗と

先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　「
あ
る
先
生
は
厳
し
く
、
あ
る
先
生
は
噛
ん
で
含

め
る
よ
う
に
と
、教
師
の
個
性
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

生
徒
の
思
い
を
本
気
で
受
け
止
め
る
姿
勢
は
同
じ
で

し
た
。
生
徒
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
自
分
の
選
択
は
甘

く
な
い
か
と
自
問
さ
せ
、『
行
け
る
大
学
』
で
は
な

く
『
行
き
た
い
大
学
』
に
こ
だ
わ
る
意
識
を
持
た
せ

る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
」

　
市
川
先
生
は
、
経
済
的
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
模
試

の
判
定
が
よ
い
大
学
は
第
１
志
望
に
さ
せ
な
い
方
針
を

貫
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
半
の
生
徒
は
第
１
志
望
が
Ｅ

判
定
だ
っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
志
望
校
を
維
持

さ
せ
た
こ
と
で
、
多
く
の
生
徒
が
最
後
ま
で
頑
張
り
抜

い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
判
定
の
よ
い
大
学
を
第
１
志
望
に

さ
せ
た
い
と
い
う
保
護
者
も
い
た
。

　「
保
護
者
へ
の
説
明
で
は
、
あ
く
ま
で
も
生
徒
か

ら
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
あ
る
生
徒
は
泣
き
な
が
ら
『
挑
戦
さ
せ
て
ほ
し

い
』
と
保
護
者
に
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

試
験
の
自
己
採
点
結
果
で
は
合
格
が
厳
し
い
状
況
で

し
た
が
、
保
護
者
か
ら
『
頑
張
っ
て
き
た
姿
を
見
て

い
る
の
で
、
浪
人
さ
せ
て
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
た

い
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
理
解
し
合

え
た
と
思
い
、う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
」（
市
川
先
生
）

　
そ
の
生
徒
は
第
１
志
望
で
見
事
合
格
を
勝
ち
取
っ
た

と
い
う
。
進
路
指
導
主
事
の
千
葉
栄
美
先
生
は
語
る
。

　「
以
前
は
、
経
済
的
な
事
情
か
ら
国
公
立
大
学
が

無
理
な
ら
ば
就
職
す
る
と
い
う
生
徒
も
多
く
、
私
た

ち
も
確
実
に
合
格
で
き
る
国
公
立
大
学
を
目
指
す
指

導
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
奨
学
金
制
度

も
充
実
し
て
お
り
、
本
人
に
意
欲
が
あ
れ
ば
挑
戦
で

き
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
本
気
の
第
１
志
望

な
ら
リ
ス
ク
を
取
っ
て
で
も
挑
戦
さ
せ
よ
う
と
い
う

姿
勢
が
、
生
徒
・
教
師
・
保
護
者
の
間
で
共
有
で
き

る
学
校
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
」

　
若
手
教
師
が
存
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
校
内
環
境

も
、
同
校
に
躍
進
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
１
つ
だ
。
同

校
は
、
新
卒
教
師
の
最
初
の
赴
任
校
、
あ
る
い
は
若
手

教
師
の
２
番
目
の
赴
任
校
と
な
る
こ
と
が
多
い
。事
実
、

同
校
の
教
師
の
平
均
年
齢
は
35
歳
を
切
っ
て
い
る
。

　「
若
手
教
師
は
経
験
面
で
ベ
テ
ラ
ン
教
師
に
劣
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
若
さ
こ
そ
が
本
校
の

強
み
で
す
。
若
手
教
師
の
や
る
気
や
情
熱
を
ベ
テ
ラ

ン
教
師
が
受
け
止
め
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
若
手
教
師
の
情
熱
が
生
徒
た

ち
に
も
伝
わ
っ
た
こ
と
が
、
生
徒
の
意
欲
的
な
進
路

選
択
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

（
堤
先
生
）

　
15
年
度
、３
年
生
の
夏
合
宿
を
初
め
て
実
施
し
た
が
、

そ
れ
は
若
手
教
師
の
発
案
だ
っ
た
。
予
算
や
人
的
配
置

の
点
で
容
易
な
取
り
組
み
で
は
な
か
っ
た
が
、
進
路
指

導
部
が
積
極
的
に
動
い
て
実
現
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
若
手
教
師
を
積
極
的
に
県
内
外
の
先
進
校
視

よ
い
と
思
え
ば
即
実
行
、

若
手
教
師
の
情
熱
を
生
か
す

第
１
志
望
が
Ｅ
判
定
で
も

最
後
ま
で
諦
め
さ
せ
な
い

＊ Grade Point Average の略。各科目の成績を数値化して算出する学生の単位あたりの
成績評価値のこと。
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１５年４月号指導変革の軌跡「大阪府立芥川高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

青森県立　田名部高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

あくたがわ

察
に
赴
か
せ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
さ
せ
て
い
る
。
持
ち

帰
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
職
員
会
議
で
共
有
し
、
よ
い
と
思

っ
た
取
り
組
み
は
す
ぐ
実
行
に
移
し
て
い
る
と
い
う
。

　
教
科
指
導
で
は
、
５
年
前
か
ら
協
働
学
習
の
研
修
を

行
い
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
国
語
、
数
学
、

英
語
で
順
次
取
り
入
れ
て
き
た
。
そ
の
牽
引
役
の
１
つ

が
英
語
だ
。
13
年
度
に
文
部
科
学
省
「
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
論
理
的
思
考
力
を
強
化
す

る
指
導
改
善
の
取
組
」
拠
点
校
の
指
定
を
受
け
、
教
科

指
導
力
の
向
上
、
質
の
担
保
の
た
め
の
「〝
持
続
可
能

な
〞
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
の
授
業
モ
デ
ル
：
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
　

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
　

２
０
１
３
」を
構
築
し
た
。

　
そ
の
特
徴
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
時
間

を
確
保
す
る
た
め
に
、
レ
ッ
ス
ン
の
内
容
に
応
じ
て
時

間
に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
点
だ
。
２
・
４
・
10
・
15
時

間
の
４
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
例
え
ば
、
２
時
間
の
授
業

で
は
、
1
時
間
目
に
１
レ
ッ
ス
ン
の
読
解
力
診
断
テ
ス

ト
を
行
い
、
そ
の
自
己
採
点
を
し
た
上
で
、
後
半
１
時

間
で
語
彙
・
表
現
の
定
着
を
図
る
。
10
時
間
の
授
業
で

は
、
内
容
理
解
、
語
彙
・
表
現
の
定
着
活
動
、
音
読
、

デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
最
後
に
ス
ト
ー
リ

ー
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
15
時
間
の
授

業
で
は
、
最
後
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
（
１
年
生

は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
２
年
生
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
３
年
生

は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
う
。

　「
各
レ
ッ
ス
ン
は
同
じ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て

指
導
す
る
た
め
、初
任
の
教
師
で
も
ほ
ぼ
同
じ
形
式
・

質
の
授
業
が
可
能
で
す
。
生
徒
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
に
触
れ
る
と

ま
ず
内
容
を
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま

し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
も
『
授
業
が
進
め
や
す
く

な
っ
た
』
と
言
っ
て
い
ま
す
」（
堤
先
生
）

　
本
モ
デ
ル
の
汎
用
性
も
実
証
済
み
だ
。

　「
最
初
の
１
年
間
で
、
あ
る
程
度
の
成
果
が
出
た

の
で
、
ど
の
教
科
書
に
も
『
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
　
Ｍ
ｏ

ｄ
ｅ
ｌ
』が
適
応
で
き
る
の
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、

14
・
15
年
度
は
教
科
書
を
変
え
、
レ
ッ
ス
ン
ご
と
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
す
べ
て
作
り
直
し
ま
し
た
。
16
年

度
の
２
年
生
で
は
、
１
年
生
４
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
英
語
の
結
果
が
過
去
５
年
間
で
最
も
低
か

っ
た
の
で
す
が
、
１
月
の
進
研
模
試
は
５
年
間
で
最

も
よ
い
結
果
が
出
て
、
本
モ
デ
ル
が
持
続
可
能
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
で
き
ま
し
た
」（
武
川
先
生
）

　
高
い
目
標
を
持
た
せ
る
指
導
、
若
手
教
師
の
活
用
な

ど
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
田
名
部
高
校
。
今
後
の
課
題
は

増
え
続
け
る
仕
事
量
の
精
選
だ
と
、
千
葉
先
生
は
言
う
。

　「
先
生
方
が
生
徒
に
一
生
懸
命
手
を
か
け
て
き
た
こ

と
が
今
の
実
績
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
が
、
手
を
離

す
べ
き
と
こ
ろ
を
見
極
め
て
、
取
り
組
み
を
精
選
す

る
こ
と
で
、
教
師
の
多
忙
化
を
軽
減
す
る
余
地
は
あ

る
は
ず
で
す
。
内
容
を
さ
ら
に
精
査
し
、
成
果
を
出

し
続
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

若手教師が語る、指導変革への　　　　

提案が会議で受け入れられたことが
自信につながった
３学年担任　市川泰斗

　教師になって４年間、本校に勤務して感じるのは、
アイデアを即実行に移せる風通しのよさです。赴任し
た最初の年は、進路指導部の業務に慣れるのに必死で、
会議でも新人はあまり発言しない方がよいと思い、自
分らしい提案はできませんでした。
　自分らしさを出せるようになったのは、初めて担任
を持った２年目。学年主任を始め、ベテランの先生方
に「もっと発言してよいよ」と言われたのがきっかけ
です。私自身、「総合的な学習の時間」や進路学習の
進め方など、１年間の経験で課題に感じていたことが
ありました。それを会議で提案したところ、すぐに受
け入れられたことが大きな自信になりました。
　模試では、クラスの大半の生徒が第１志望でＥ判定
でしたが、「それがあたり前で、諦めずに頑張る」と
いう雰囲気を最後まで保てたのがよかったと思いま
す。状況が厳しくても、私よりも強気な生徒が多く、
逆に私の方が励まされました。
　2016年度は、前年度に続き３年生の担任となりま
した。１年生から指導してきた生徒たちではないので、
まずは現状把握から始め、これまでの指導の反省を踏
まえて、様々な手を打ちたいと考えています。進路指
導では、第１志望だけでなく、第２・３志望の大学に
ついてもしっかり考えさせること、授業では、数学の
本質まで深く理解させることを追求していきたいと思
います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
　

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
」で

英
語
指
導
の
質
を
担
保
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